『未来へと　命を繋ぐ　189（いちはやく）』

ＳＴＯＰ！児童虐待　～１１月は児童虐待防止推進月間です～

地域の方々の温かいまなざしと行動が、子どもたちを虐待から守ります。

子どもを虐待から守るには、早期発見、早期対応が重要です。虐待を見つけたらすぐに通報（連絡）してください。

児童虐待の種類は次の４つに分類されます

○身体的虐待

　殴る、蹴る、落とす、激しく揺する、戸外に締め出すなど

○性的虐待

　性的行為の強要、性器や性交を見せる、裸にして写真やビデオを撮るなど

○心理的虐待

　暴言、脅し、無視、子どもの目の前でのＤＶなど

○ネグレクト（養育の拒否・怠慢）

　食事を与えない、医者へ連れて行かない、学校へ行かせない、乳幼児を家や車に置き去りにするなど

子育て中の方へ

　子育てには不安がつきものです。子育ての悩みを一人で抱えこまないようにしましょう。身近に話し相手がいない場合は、市の家庭児童相談室でもお話を伺います。電話相談は下記へ。

地域の方へ

　挨拶や声かけなどにより子育て中の家庭が孤立しないように見守ってください。

　｢もしかしたら虐待かな？｣と感じたら、迷わず下記までお知らせください（秘密は守ります）。

　市では、「熊谷市要保護児童対策地域協議会」を設置し、地域の関係機関と連携しながら虐待などの要保護児童等に対する支援を行っています。

※休日夜間児童虐待通報ダイヤル　3048-779-1154

　虐待緊急通報先として、埼玉県で専用電話を設置しています。（平日18:15～翌日8:30、土･日曜日と祝日は24時間対応） 　　　　　　　  ◆こども課　TEL内線255
